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研 究 会 だ よ り
第57回岡山実験動物研究会
平成 21年7月 10日 (金)午後 1時30分から午
後 5時 20分まで岡山大学工学部 ･6号館 12番講
義室で大森 斉先生のお世話で開催された｡はじ
めに､会長の三谷憲一先生から開会のあいさつが
あり､その後特別講演に移った｡特別講演は ｢線
虫C.ェレガンスの遺伝子と遺伝子の虫｣と越して
香川弘昭先生(岡山大学名誉教授)が講演されたO
この氏会は大森 斉先生 (岡山大学大学院自然科
学研究科)が担当された｡講演終了後､休憩を取
った後に一般講演に移った｡一般講演1は ｢消化
管での糖の吸収メカニズムと消化管内の流れの関
係｣と題して高橋 徹先生 (美作大学大学院生活
科学研究科)が講演された｡この司会は河田哲典
先生 (岡山大学大学院自然科学研究科)が担当さ
れた｡一般講演 2は ｢IL-21の抗体の親和性成熟
における新規な役割 :ノックアウトマウスを用い
た解析｣と題して藤井康正氏ら (岡山大学大学院
自然科学研究科･細胞機能設計学)が講演された｡
司会は浅田伸彦先生 (岡山理科大学理学部)が担
当された｡一般講演 3は ｢マウスの皮膚ならびに
鼻アレルギーモデルに対するプロポリスの影響｣
と題して神名祥史民ら (岡山大学薬学部 ･薬効解
析)が講演された｡司会は嶋村三智也氏 (㈱クラ
レ くらしき研究所)が担当された｡一般講演4は
｢高脂肪食がALS系マウスの体重ならびに糖尿病
病態に及ぼす影響｣と超して周 硬民ら (岡U｣大
学大学院自然科学研究科)が講演したO司会は内
藤一郎先生 (新見公立短期大学)が担当されたO
-般講演 5は ｢精子形成が減数分裂第一分裂前期
で停止するENU誘発突然変異repro23マウスの解
析｣と題して浅野友香民ら (岡山大学大学院自然
科学研究科)が講演した｡司会は高橋純夫先生 (岡
山大学大学院自然科学研究科)が担当された｡
一般講演終了後､事務局から会務報告があったO
会務報告は平成21年度第1回理事会の記載内容を
参照下さい｡
講演終了後､岡山大学津島キャンパス ピーチ
ユニオン4Fで懇親会が持たれ､講師の先生を囲ん
で会員相互の親睦を深めた｡
特別講演
線虫C.エレガンスの遺伝子と遺伝子の虫
香川 弘昭
岡山大学名誉教授 (理学部)
2001年の本研究会(会報 18,23-28)で｢線虫は､
遺伝子から細胞そして動物個体まで観察できる良
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いモデル生物である｣と書きました｡その後､ノ
ーベル医学生理学賞が 02年線虫モデルと細胞死､
06年のRNA干渉について､線虫研究者の計5名に､
昨年の化学賞がGFPの生体内発現についての研究
で1名が加わりました.現在ではRNA干渉やGFP(栄
光タンパク質)を用いた細胞内局在の技術が他分
野でも広く利用されていますoそして､細胞死､
ガン (異常細胞増殖)､アルツハイマー症､肥満な
どのヒトの病気についての研究も盛んになってき
ました｡私が細菌のベン毛形成から､行動異常線
虫の原因遺伝子である筋肉の遺伝子のクローニン
グと塩基配列決定､遺伝子発現について研究して
きた過程を中心にして今後の展望も話します｡
男顔医学 (2009)27,583-587
細菌から線虫へ
岡山大学農学部で ｢硫黄細菌の末端電子伝達系
で働くシトクロームの単離精製｣を行い､pH2以
下で生息する硫黄の細菌内が中性である事に驚き
ました｡名古屋大学大学院では分子モーターで最
も簡単なサルモネラ菌のベン毛タンパク質の分子
集合について､生化学､免疫抗体や電子顕微鏡を
使った物理化学的研究をしました｡学位を取得後
2年間の学振研究員を経て助手になり､懸案の課
題を解決すべく､多量にタンパク質を作る突然変
異体の利用から､その遺伝子 DNAの研究-と進
展していきました｡新しい技術の取得はより複雑
な問題の解決を可能にします｡
遺伝子DNAから遺伝子発現そしてゲノム科学へ
岡山大学理学部に移って遺伝子､遺伝産物の量
と生物機能の関係が課題になりました｡機会をえ
てイギリスのMRC分子生物学研究所で2年間｢線
虫の分子生物学｣を学びました｡突然変異を起こ
した原因遺伝子のクローニングと塩基配列決定か
ら､個体の行動異常と遺伝子の因果関係を明らか
にする事です｡より複雑な系も細菌で学んだ分子
生物学的研究手法が役立ちました｡分子モーター
の部品タンパク質遺伝子の解明､組織や時期特異
的な遺伝子発現を決める要因については､併行し
て進められた線虫のゲノム解析や細胞系譜の成果
に助けられました｡
定年を前に高校生との対話から
SSH (SuperScienceHigh-school)に出向いて
最近の研究成果を話す授業で､高校生に ｢虫の仲
間｣を挙げてもらったところ､｢蛙 ･蛇 ･煽幅に加
えて､虹｣が出てきました｡虹が虫の仲間なら食
べ物は草の仲間ではないかと考えてみると ｢夢｣
が出てきました｡昔の人はよく考えていたようで
す｡生き物の多様性は人間生活も豊かにするよう
です｡
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一般講演 1.
消化管での糖の吸収メカニズムと
消化管内の流れの関係
高橋 徹
美作大学大学院
消化管内での糖の移動は糖の吸収全体を規定す
る可能性があるD糖の移動は2通りの移動方法が
考えられる｡乱流による非常に早い移動と自己拡
散による遅い移動であるOもし､消化管内が乱流
であれば消化管内の混合は非常に早いため粘膜の
経皮輸送速度が吸収速度の律速段階になる｡一方
で､消化管内が層流であれば糖の消化管内の移動
は自己拡散による非常に遅い移動になるため､糖
の自己拡散速度が糖の吸収速度の律速段階になる
と考えられる｡したがって､消化管内の流れと消
化管内の糖の移動を明らかにすることで､消化管
内の糖の移動と糖の吸収メカニズムの一端を明ら
かにすることができるDそのため､消化管内の流
れを計算し､消化管内の糖の移動を考察した｡次
いで､消化管内の糖の偏在性を測定し､糖の吸収
メカニズムを考察した｡
方法
実験1. レイノルズ数の計算
分節運動や嬬動運動によって起こる流速と消化
管内容物の粘度と密度から--ゲン･ポアズイユ
の法則を展開して非ニュー トン流体用のレイノル
ズ数を計算した｡レイノルズ数は層流と乱流のど
ちらかが存在するかを示す指標であり､管の中の
流れの場合2300以上で乱流になる｡
実験2. 消化管内の糖の偏在性
消化管の径が大きいスンクスを用いた｡胃の対
照モデル内容物を CMC20mg/mlとグルコース
50mg/ml水溶液から調整した｡結晶セルロース
10%添加したものも設定した｡ずり速度 10S･1の
場合の粘度はそれぞれ880と490mPasであった｡
これらの内容物モデルを､一晩絶食させたスンク
スの十二指腸に注入し､イソフルラン麻酔下で15
分静置した｡内容物モデルの注入には､シリコン
チューブを挿入して末端を十二指腸に開口し､ペ
リスタポンプを用いて流速0.6mUmin､注入時間
5分間の条件で行った｡屠殺後20秒以内に採取し
た消化管をドライアイスで凍結させた｡消化管か
ら近位､中位､遠位の横断切片をクリオスタット
で作製した｡凍結切片作製後､消化管内容物中の
中心部と外縁部に分けて採取して､グルコース濃
度をグルコースCII(Wako)で測定したO
結果および考察
消化管内の流れのレイノルズ数の計算結果､ブ
タ､ニワトリ､ヒトで､小腸では5以下､大腸で
は 0.2以下であり､いずれの種においても安定し
た層流であると考えられる｡この結果から､消化
管内には直径方向の糖の偏在がある可能性がある｡
消化管内の糖の偏在性を測定した結果について
は､セルロース添加､長軸方向上の位置､横断方
向上の位置を要因とした三元分散分析を行った｡
二元と三元の交互作用は認められなかった｡セル
ロース添加によってグルコース濃度が上昇 し
(p=0.02)､中心部は外縁部よりもグルコース濃度
が高いことが示された (p=0.0002)｡すなわち､
消化管内では糖が自己拡散で移動しており､自己
拡散の速度は粘度に影響を受ける可能性を示して
いる｡
以上のことから､消化管内の糖の移動が自己拡
散によること､自己拡散速度は消化管内容物の粘
度上昇によって遅くするができることが示された｡
この結果は消化管内容物の粘度上昇で糖吸収速度
を緩和できるというこれまでの研究と矛盾しない｡
一般講演 2.
1ト21の抗体の親和性成熟における新規な役割:
ノックアウトマウスを用いた解析
藤井 康正､西尾 祐美､西川 裕美子､金山 直樹､
曲 正樹､大森 斉
岡山大学大学院自然科学研究科 細胞機能設計学
免疫後､時間と共に抗体の抗原に対する結合親
和性が上昇する､いわゆる親和性成熟は､抗体可
変部遺伝子の高頻度突然変異と変異により高親和
性を獲得したB細胞の選択により起こるとされて
いるoB細胞の選択はリンパ組織に形成された陸
中心内で､液胞樹状細胞(FDC)､液胞-ルパーT
細胞 (Tm)との相互作用を通して行われるが､そ
の機構には不明な点が多い｡我々はマウスからこ
れまで培養困難であったFDCの細胞株FL-Yの樹
立に成功した2)0FL･YはFDCの多くの表現型を
保持しており､FDCの機能をInvitroで解析する
有用なツールとなる｡FL･YとB細胞の共培養系
での解析により以下の点が明らかとなった｡
Tmから由来するサイ トカインIL･21存在下で､
B細胞が-ルパーT細胞からの生存シグナルを受
け取れない場合は(即ち低親和性B細胞の場合)､
FDC由来の可溶性因子の刺激により､アポ トー シ
スに陥る｡
このアポ トー シスは､TmからのCD40を介す
る刺激が入ると (即ち高親和性B細胞の場合)回
避され､B細胞は生存､増殖する｡
これらの知見は従来言われている FDC上での
B細胞の正の選択の他に､不要なB細胞を除去す
るIL･21に依存する負の選択機構が存在すること
を示唆する｡
IL･21のこのような役割を個体レベルで明ら
かにするために､IL･21receptorノックアウトマウ
ス (IL･21R-Ⅹ0)を用いて､親和性成熟を解析し
た｡
NP化ニワトリガンマグロブリンで免疫し､抗
NP抗体の親和性成熟を調べたところ､野生型マ
ウスに比べて､IL121lKOでは有意に親和性成熟が
抑制されていた｡以上より､IL-21の親和性成熟
における新規な役割が明らかとなった｡
現在､詳細な機構について更に検討中である｡
1)現所属 :徳島大学疾患酵素学研究センター
(免疫病態研究部門)
2)Nishikawa,Y.,etal.J.Immunol.177,
5204･5214(2006).
一般講演 3.
マウスの皮膚ならびに鼻アレルギーモデルに対す
るプロポリスの影響
神名 祥史､矢野 春奈､香川 陽人､亀井 千晃
岡山大学 ･薬学部 ･薬効解析
プロポリスは､古くから民間の伝承薬として使
用されており､種々の薬理作用を示すことが判明
している｡プロポリスの抗アレルギー作用につい
ては､ラットの腹腔マス ト細胞からのヒスタミン
遊離に対して抑制作用を示すという報告があるが
実際に実験動物のアレルギーモデルを用いた試験
でもプロポリスが抗アレルギー効果を示す可能性
が考えられる｡
そこで､プロポリスの抗アレルギー作用につ
いて検討する目的で､種々の掻痔惹起物質を用い
て､マウスの皮膚アレルギーモデルに対するプロ
ポリスの経口投与による効果を検討した｡次に､
プロポリスのエタノール抽出物 (プロポリスチン
キ)を用いて皮膚アレルギーモデルに対する塗布
投与による効果を検討した｡さらに､マウスを用
いた能動感作による鼻アレルギーモデルに対する
プロポリス経口投与の効果を検討したO
その結果､プロポリスは単回投与により､
compound48/80誘発引っ掻き行動に対して抑制
効果を示した｡また､この効果は連続投与するこ
とにより増強された｡一方､ヒスタミンおよびセ
ロトニン誘発引っ掻き行動に対しては抑制効果を
示さなかった｡塗布投与した場合には､プロポリ
スはcompound48/80皮内投与の直前､15分､30
分および 60分前のいずれの塗布時期においても
抑制効果を示した｡一方､ヒスタミン誘発引っ掻
き行動に対しては､皮内投与の直前に塗布投与し
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た場合には抑制効果を示したが､15分､30分お
よび 60分前に塗布投与した場合では有意な効果
は示さなかったOさらに､プロポリスは能動感作
による鼻アレルギー症状に対し､て連続投与する
ことで有意な抑制効果を示した｡しかし､ヒスタ
ミン誘発鼻アレルギー症状に対しては抑制効果を
示さず､能動感作による血清総IgE量の上昇に対
しても有意な効果を示さなかった,一方､ラット
の腹腔マス ト細胞を用いた試験において､プロポ
リスは,compound48/80および抗原誘発による
ヒスタミン遊離のいずれに対しても抑制効果を示
すことが確認された｡
一般講演 4.
高脂肪食がALS系マウスの体重ならびに糖尿病病
態に及ぼす影響
周 蕨､国枝 哲夫､佐藤 勝紀
岡山大学大学院自然科学研究科
【目的】肥満およびそれに伴う糖尿病は生活習
慣病として位置付けられ､その発症は遺伝要因お
よび過食､高カロリー 食摂取や運動不足などの環
境要因に起因している｡本研究で用いるALS系マ
ウスは実験的糖尿病モデル動物として作出され､
アロキサン誘発糖尿病に対して感受性を示す｡
ALS 系マ ウスは肥満遺伝 子仏y)の導入や
MSA(Monosodium-Laspartate)の投与による肥
満誘導によって糖尿病を発症することが明らかに
されているが､食餌による肥満誘導と糖尿病発症
については検討されていない｡本研究は高脂肪食
が ALS系マウスの体重ならびに糖尿病病態に及
ぼす影響について検討した｡
【材料と方法】ALS系の雌雄を用いて､高脂肪食
(AIN-93G標準飼料を基にして40%脂肪含量に
調整)および対照食 (AIN-93G標準飼料)を 4
週齢から20週齢まで給餌し､体重､摂餌水量､尿
糖､血糖値について経時的に測定した｡ また､8､
14､20週齢時に耐糖能試験を行った｡さらに､20
週齢時で解剖し､腹腔内脂肪､障臓､肝臓の重量
を測定したO腹腔内脂肪は生殖器周囲脂肪､腎周
囲脂肪､後腹膜脂肪､腸間膜脂肪の4つを取り上
げた｡謄臓はブアン固定後､肝臓は10%中性リン
酸緩衝ホルマリン固定後､各々パラフィン包埋を
行い 4LJmの切片を作成したO肺組織はアルデヒ
ド･フクシン染色､肝組織は-マ トキシリン･エ
オジン (HE)染色を行い､光学顕微鏡下で観察し
た｡尿糖はダイアスチックスを用い､+(0.25g/dl)
以上を尿糖陽性として判定した｡血糖値は尾静脈
の末梢血についてグルテス トセンサーを用いて測
定した｡耐糖能試験はブドウ糖液 (2g/kg)を経口
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投与し､投与直前 (0分)および投与後 30､60､
120分後の血糖値の測定によって行った｡
【結果】高脂肪食での体重は雌雄とも5週齢か
ら有意に高い値を示し､その差は週齢に伴い増大
した｡20週齢の体重についてみると､雄では高脂
肪食 52.6g､対照食37.3g､雌では高脂肪食45.8g､
対照食 28.4gの値を示した｡摂餌量は雌雄とも高
脂肪食と対照食の間に大きな差は認められなかっ
た｡血糖値は高脂肪食の雄では対照食に比べて 5
週齢から有意に高い値となり､8週齢以降その差
は増大し､20週齢では各々441.6､123.7mg/dlの
値を示したO-方､雌では雄のような高脂肪食に
よる血糖値の上昇はみられなかったが､高脂肪食
は対照食より高い値を示す傾向がみられた｡高脂
肪食での糖尿病の発症は雄の 10週齢時で初めて
みられ､それ以降の発症率は直線的に増加し､18
週齢で 100%となり､その値は20週齢まで維持さ
れた｡耐糖能試験の結果､高脂肪食での雄では週
齢に伴い耐糖能は低下することが認められた｡腹
腔内脂肪量は雄では高脂肪食 4.3g､対照食 2.7g､
雌では高脂肪食6.0g､対照食 1.3gとなり､いずれ
も有意な差が認められたO腹腔内脂肪を構成する
4つの脂肪の重量についてみると､雄では腎周囲
脂肪と腸間膜脂肪が有意に高く､雌ではいずれの
脂肪も有意に高い値を示した｡相対値 (%)でみ
た場合でも同様の結果となった｡障臓重量は雄で
は高脂肪食が有意に高く､肝臓重量は雌雄ともに
高脂肪食で有意に高い値を示した｡障組織の観察
結果､雄ではラ氏島の数や面積において有意差が
見られ､高脂肪食では高い倍を示した｡しかし､
雌では有意な差は認められなかった｡また､高脂
肪食での雄の肝組織では脂肪肝が多くみられた｡
以上のことより､高脂肪食によって ALS系マ
ウスは雌雄ともに肥満が誘導され､雄のみに糖尿
病が発症すること､および糖尿病病態は肥満に伴
い重篤になることが明らかとなった｡
一般講演5.
精子形成が減数分裂第一分裂前期で停止するENU
誘発突然変異 repro23マウスの解析
浅野 友香 り､野口 純子 2)､秋山 耕陽 1)､
辻 岳人 1)､国枝 哲夫 1)
1)岡山大学大学院自然科学研究科､ 2)(独)農業生物
資源研究所
【目的】repro23マウスは､ジャクソン研究所に
おける生殖ゲノミクス計画おいて作出された精子
形成異常を呈するENU誘発突然変異マウスであ
るorepr023ホモ雄個体は､精巣が著しく小さく
精子形成がパキテン期で停止することが報告され
ているが､その詳細な表現型は明らかにされてい
ない｡またrepro23遺伝子座は､マウス第7染色
体上に位置付けられているが原因遺伝子は同定さ
れていない｡そこで本研究では､repro23ホモ個
体の詳細な表現型解析及び原因遺伝子同定を行な
った｡
【材料及び方法】正常個体とrepro23ホモ個体の
体重および生殖巣の重さを測定した｡また､精巣
の組織学的解析では､精巣組織をブアン固定し､
ヘマ トキシリン･エオジン染色､Anti-γH2AX抗
体を用いた免疫染色､アポ トー シス細胞検出のた
めのTUNEL染色を行い､また生殖細胞を表面展
開法により固定 L Anti･SCP3抗体と Anti-γ
H2AX抗体を用いた蛍光免疫染色を行なった｡遺
伝子の発現解析では､精巣から RNA を抽出し
cDNAの合成を行い､精子形成過程に特異的な各
種遺伝子をマーカーとして用い半定量的 RTLPCR
法を行なった｡また､JFl/Msとの交配により得ら
れた F2個体を用いた連鎖解析によりrepro23遺
伝子座の染色体上の位置の特定を試みた｡また､
精巣のcDNAまたはゲノムDNAを用いてPCR法
によりクローニングし､原因遺伝子の変異配列の
同定を行なった｡
【結果及び考察】正常個体とrepro23ホモ個体の
体重および生殖巣の重さを測定したところ､ホモ
個体では正常個体の精巣と比較して約 30%程度
の大きさとなっていた｡また精巣の組織学的解析
を行なったところHEでは､repro23ホモ個体の
精細管内で精子形成における減数分裂第-分裂前
期パキテン期以降の生殖細胞は観察されず､また
クロマチン凝集体様の構造をもつ精母細胞内に多
数観察され､幾つかの精細管では顕著な空胞化が
観察された｡表面展開法を用いた蛍光免疫染色で
は､減数分裂第一分裂前期パキテン期以降の生殖
細胞は認められず､パキテン期細胞も極めてまれ
であり､この少数のパキテン期細胞の殆どでⅩY
bodyにおけるⅩ-Y染色体の対合の異常が観察
された｡また､クロマチン凝集体様構造をもつ精
母細胞は､γH2AX抗体に強反応性を示し､ザイ
ゴテン期の細胞 と考えられたが､この細胞は
TUNEL法によるアポ トー シス陽性反応は認めら
れなかった｡さらに､半定量的RTtPCR法によっ
ても､正常ではパキテン期以降に発現する遺伝子
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の発現がほとんど認められなかった｡したがって､
repro23ホモ個体では精子形成がザイゴテン期に
停止していると考えられた｡次に連鎖解析により
repro23の候補領域を第7染色体上の約2.2Mbの
領域に特定した｡さらにこの領域に存在する遺伝
子の塩基配列を調べた結果､ショウジョウバェで
生殖細胞の決定関わる遺伝子 と相同性のある
Tdrd12遺伝子の759番目の塩基がCからA-変
化し､270番目のセリンのコドンが終止コドンに
なるナンセンス変異が起こっていることが明らか
となり､Tdrd12の変異が repro23の原因遺伝子
として同定された｡
以上のことから､Tdrd12は噛乳類の精子形成に
重要な役割を果たし､repro23ホモ個体ではこの
機能を欠損することで､精子形成異常を呈すると
考えられた｡
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
第58回岡山実験動物研究会
平成21年 11月27日 (金)午後 1時30分か
ら午後 5時までピュアリティまきびで日本生物工
学西日本支部の協賛で開催された｡はじめに､会
長の三谷恵一先生から開会のあいさっがあり､そ
の後特別講演に移った｡特別講演 1は ｢DNA検査
の利用と実例紹介｣と題して米田-裕氏 ((有)米
田遺伝子型研究所 ･代表取締役)が講演された｡
この氏会は国枝哲夫 (岡山大学大学院自然科学研
究科(農学部))が担当した｡講演終了後､休憩を取
った後に､事務局から会務報告があった｡会務報
告は平成21年度第2回理事会の記載内容を参照下
さいO会務報告の後に､
特別講演2 『日本鶏における形態的および遺伝
的多様性ならびにその利用』と題して都築政起先
坐 (広島大学大学院生物圏科学研究科 ･教授)が
講演された｡司会は佐藤勝紀 (岡山大学)が担当
した｡特別講演が終了後､記念講演に移った｡記
念講演は ｢花粉症と抗アレルギー薬の話｣と題し
て亀井千晃先生 (岡山大学大学院医歯薬学総合研
究科 ･教授)が講演された｡この氏会は三谷恵一
先生 (IPU･環太平洋大学)が担当された｡ 講
演終了後､長年の理事とてのご貢献に感謝の意を
込めて､亀井千晃先生に花束が贈呈された｡その
後､17時 15分から別室で懇親会が持たれ､講師
の先生を囲んで会員相互の親睦を深めたO
特別講演 1.
DNA検査の利用と実例紹介
米田 -裕
有限会社 米田遺伝子型研究所
ヒトや実験動物をはじめ､動物､植物､微生物
において個々のる全 DNA配列であるゲノム解析
の研究が取り組まれているD一方､テレビや新聞
では DNA あるいは遺伝子という言葉が頻繁に聞
かれるようになり､遺伝子組換え作物､表示偽装､
事故そして犯罪における検査の対象として種々の
DNAが広く利用されるようになった｡これはゲノ
ム研究により明らかになったDNA情報の利用が､
私たちの生活の様々な分野にまで及んできた証拠
といえる｡
当社は動物 (ヒトは含まない)を対象にした
DNA検査をおこなうために､日々解明されている
多く研究成果から実用的でより身近に利用できる
検査をめざして2004年に設立した｡
主な DNA検査として鳥類の性判別や野生動物
の個体識別などをおこなっている｡
そこで､これらの DNA検査がどのような目的
で利用されているのか実例を挙げて紹介する｡
特別計演 2.
日木鶏における形態的および遺伝的多様性
ならびにその利用
都築 政起
広島大学大学院生物圏科学研究科
家畜育種遺伝学研究室
我が国には､｢日本鶏 (にはんけい)｣と呼称
される､我が国で作出されたニワトリ品種が40-
50存在するO-方､世界には､総数で 250-500
のニワトリ品種が存在すると見積もられているO
大雑把に言えば､日本でこの内の 1/5-1/10が育
種されたことになる｡この小さな島国においてで
ある｡驚嘆に借する｡
日本鶏のほとんどは､｢観賞｣目的に育種され
ており､外国産品種に比べて特異的な形態をもつ
ものが多い｡それ故､日本鶏の内､15品種と2グ
ループが国の天然記念物もしくは特別天然記念物
に指定されている｡しかし､｢観賞用｣であり卵肉
用ではないために､すなわち､産業的に流通して
いないために､欧米由来の卵用鶏ならびに肉用鶏
に席巻されている現代日本においては､その存在
感は希薄である｡
本講演では､日本鶏の来歴ならびに各品種の
特徴を紹介する｡また､マイクロサテライ トDNA
マーカーに基づいて明らかにされた､日本鶏がも
つ遺伝的変異性ならびに各品種間の遺伝的類縁関
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係についても述べる｡さらに､日本鶏の実験動物
としての利用の可能性､ならびに産業利用-の可
能性についても述べる｡
結論から言うと､日本鶏は､生物学的モデルと
なり得ることはもちろん､一部は疾患モデルにも
なり得ると考えられる｡また､日本鶏を用いた遺
伝学的基礎研究を行うことにより､欧米品種を用
いた研究からは発見できない種類の､卵肉生産に
関連する産業的に有用な遺伝子座を発見すること
が可能であるDこの遺伝子座情報を活用すること
により､DNA育種を行うことが可能となり､現在
の欧米由来商用鶏よりもさらに優秀な卵用鶏およ
び肉用鶏を作出することも可能になると考えられ
る｡本講演では､ この遺伝子座 の発見方法
【QuantitativeTraitLoci(QTU解析1､ならびにそ
の結果を活用した DNA育種法 (マーカーアシス
テイド･セレクション)についても触れる｡
紀念講演
花粉症と抗アレルギー薬の話
亀井 千晃
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科
平成6年､薬学部薬物学講座 (現大学院医歯薬
学総合研究科薬効解析学分野)を担当してから､
5つの大きな研究テーマ､すなわち①学習および
記憶に関する行動薬理ならびに電気生理学的研究､
②睡眠障害モデルの作製とこれに及ぼす各種睡眠
導入薬の影響､③てんかんの病態解明と新規抗て
んかん薬の開発研究､④花粉症モデルの作製と新
規抗アレルギー薬の開発,⑤ア トピー性皮膚炎モ
デルの作製とその応用に関する研究を行ってきま
したが､本日はその中から ｢花粉症と抗アレルギ
ー薬の話｣というタイ トルでお話しさせていただ
きます｡
話の内容は､○花粉症とは､○花粉症の症状､
○花粉症の原因物質､○花粉症が増えた原因､
○スギ花粉情報､○花粉症がおこるメカニズム､
○ヒスタミン遊離 (マスト細胞)○鼻炎モデル (ラ
ット)､○鼻炎モデル (Hl受容体欠損マウス)､
○結膜炎モデル (ラット)､○結膜炎モデル (Hl
受容体欠損マウス)､鼻閉モデル (BN ラット)､
○春のミント習慣およびOL･55ヨーグル トの順
に解説させていただきます｡
春のミント習慣は､当時県北に研究所があった
小川香料との共同研究で､ペパーミントから抽出
されたミントポリフェノールが､マスト細胞から
のヒスタミン遊離を抑制することにより､抗花粉
症効果を示すことを見出しました.その後､総合
医科学研究所との共同研究でヒトの花粉症に有効
であることが判明し､日本コカコーラから ｢春の
ミント習慣｣という紅茶飲料として販売されまし
た｡L･55ヨーグル トは､オハヨー乳業が乳児の糞
便から分離した乳酸菌で､花粉症やアトピー性皮
膚炎モデルに有効であることを見出しました｡そ
の作用機序としてIgEレベルの減少によるもので
あることが判明し､さらには国立病院機構南岡山
医療センターでヒトにも有効であることが報告さ
れています｡
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
平成21年度第 1回理事会
平成 21年 7月 10日 (金)12:00から12:30ま
で岡山大学工学部 6号館 ･12番講義室で開催され
た｡
① 今後の事務局体制の確認 ○責任者
総務担当:○国枝哲夫 ･高橋純夫 ･辻 岳人 ･大
熊誠太郎 ･高橋 徹 ･石井 猛 ･福田
勝洋
会計担当:○浅田伸彦 ･石井 猛
編集担当:○内藤一郎 ･菊永茂司･高橋純夫 ･国
枝哲夫 ･大森 斉 ･河田哲典
ホームページ担当:○嶋村三智也･新井成之･内
藤一郎 ･大森 斉 ･辻 岳人 ･国枝哲
夫 ･杉本幸雄 ･山本敏男
② 平成 20年度の活動報告:研究会を2回開催｡
第55回研究会は6月27日(金)13:30から17:00
までIPU･環太平洋大学第 1キャンパス大講義
室 2(5F)で三谷憲一先生 ･佐藤忠文先生のお世話
で開催された｡特別講演3題､シンポジウム4題､
懇親会が企画された｡第 56回研究会は日本生物工
学会西日本支部の協賛で 11月 21日(金)13:30か
ら17:00までピュアリティまきびで開催された｡
特別講演 2題､記念講演 1題､懇親会を企画した｡
第25号会報は編集中であることが報告された｡役
員の選任(平成 21･22年度)について報告があった｡
ホームページの充実や会報バックナンバーの製本
についても話題があった｡会員の入会 ･退会の報
告があった｡理事会は6月 27日､11月 21日の2
回､常務理事会は4月 24日､10月23日の2回開
催した｡
③ 平成 20年度 (1月 1日～12月31日)の会計収
支決算報告:収入の部として前年度繰越金367,574
円､会費 54,000円､賛助会費 360,000円､寄付
33,000円､日本生物工学会西日本支部20,000円､
郵便貯金利子 143円となり､総額 834,717円､一
方､支出の部として印刷費 (第24号会報)178,500
円､通信費30,420円､第55回研究会謝金80,000
円､補助40,000円､第56回研究会謝金40,000円､
補助 70,000円､雑費 37,000円となり､支出総額
は475,920円で､残高は358,797円であった｡会
計収支決算書は平成 21年 5月 8日に監事の先生
方による会計監査を受けた｡
④ 平成 21年度の会計収支中間報告 (1月 1日～
7月 8日):収入の部として前年度繰越金 358,797
円､会費 26,000円､賛助会費 240,000円､寄付
50,000円､郵便貯金利子28円､収入総額は674,825
円となり､一方､支出の部として印刷費 (第 25号
会報)154,192円､通信費 20,800円､第 57回研
究会補助 40,000円､雑費 12,600円､支出総額は
227,592円で､残高は447,233円である｡
⑤ 平成 21年度の活動計画:研究会を2回開催す
る｡第57回研究会は大森 斉先生のお世話で岡山
大学工学部の講義室で開催されている｡特別講演
1題､一般講演 5題､懇親会が企画されている｡
第58回研究会は11月27日(金)午後にピュアリテ
ィまきびで開催を予定しているO特別講演など 3
題と懇親会を企画する｡研究会報 (第25号)を発
行する｡理事会･常務理事会は各々2回開催する｡
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
平成 21年度第2回理事会
平成 21年 11月 27日 (金)12:30から13:00ま
でピュアリティまきび (研究会会場)で開催され
た｡
① 平成 21年度の活動報告:研究会を 2回開催｡
第 57回研究会は7月 10日(金)13:30から17:15
まで岡山大学工学部6号館 12番講義室で大森 斉
先生のお世話で開催された｡特別講演 1題､一般
講演 5題､懇親会が企画されたO第 586回研究会
は日本生物工学会西日本支部の協賛で 11月 27日
(金)13:30から17:00までピュアリティまきびで開
催されているD特別講演 2題､記念講演 1題､懇
親会を企画した｡第25号会報は5月に会員に発送
した｡現在､第26号会報の編集作業を行っている｡
会報のバックナンバー(No.1-13,No.14-24の 2
冊)を国会図書館に寄贈(平成 21年 9月)した｡理
事会は7月 10日､11月27日の2回､常務理事会
は6月3日､10月 20日の2回開催した｡
② 平成 21年度 (1月 1日～11月 25日)の会計
収支中間報告:収入の部 として前年度繰越金
358,797円､会費39,000円､賛助会費300,000円､
日本生･物工学会西 日本支部 20,000円､寄付金
50,000円､郵便貯金利子43円となり､総額 767,840
円､一方､支出の部として印刷費 (第25号会報)
154,192円､通信費 28,480円､第57回研究会謝金
20,000円､補助 40,000円､雑費 13,220円となり､
支出総額は 255,892円で､残高は 511,948円であ
った｡
③ 平成 22年度の活動計画:研究会を 2回開催す
る｡第 59回研究会は会員持ち回りで6月～7月に
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開催を予定している｡会員による一般講演 (5-6
顔)､特別講演 1題などを企画する｡第 60回研究
会は11月下旬～12月上旬(金)午後に公共施設(ピ
ュアリティまきびなど)で開催を予定している｡特
別講演､招待講演など 3題と懇親会を企画する｡
研究会報 (第 26号)を発行する｡第 27号の編集
作業を開始する｡平成23･24年度の役員の選任を
会則第9条に則り行う｡理事会･常務理事会は各々
2回開催するO今後もホームページの充実を図って
いく,なお､研究会の開催の在 り方については今
後の検討課題となっている｡
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
参考資料
｢施設めぐり｣に紹介された施設名
第2号 岡山学医学部附属動物実験施設
林原生物化学研究所藤崎研究所
第3号 川崎医大学動物飼育センター
ラビトン研究所ラビトン牧場
第4号 重井医学研究所
阪大微生物研究会観音寺研究所雲岡
支所
第5号 島根医科大医学部附属動物実験施設
㈱生物科学技術研究所
第6号 九州大医学部附属動物実験施設
日本チヤールス･リバー㈱日野飼育セ
ンター
第7号 滋賀医科大医学部附属動物実験施設
第8号 香川医科大動物実験施設
㈱フアブ
第9号 第一製薬㈱動物実験施設
第10号 ㈱大塚製薬工場動物実験施設
中外製薬㈱富士御殿場研究所
第11号 日本クレア㈱
第12号 鳥取大医学部附属動物実験施設
第13号 オリエンタル酵母工業㈱
第14号 広島大医学部附属動物実験施設
第15号 岡山大農学部 ･薬学部動物実験施設
第16号 徳島大医学部附属動物実験施設
第17号 山口大医学部附属動物実験施設
大阪大医学部附属動物実験施設
第18号 高知医大医学部附属動物実験施設
愛媛大医学部附属動物実験施設
第19号 東京慈恵医科大実験動物研究施設
慶応義塾医学部共同動物実験施設
第20号 滋賀医科大動物生命科学研究センタ
第21号 京都大大学院医学研究科附属動物実
験施設
